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総
務
常
任
委
員
会
（
川
村
敬

一
委
員
長
・
委
員
五
人
）
の
町

外
調
査
は
十
月
八
日
〜
十
日
ま

で
行
わ
れ
「
徴
収
の
成
果
を
上

げ
る
具
体
的
取
り
組
み
状
況
と
、

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
状

況
」
を
テ
ー
マ
に
青
森
県
木
造

町
と
深
浦
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
青
森
県
木
造
町

新
規
滞
納
者
は
作
ら
な
い

木
造
町
（
人
口
一
万
九
千
人
）

で
は
、「
新
規
の
滞
納
者
は
作

ら
な
い
」
を
基
本
に
納
税
指
導

に
当
っ
て
お
り
、
税
の
公
平
を

基
本
に
、「
苦
情
が
あ
っ
て
こ

そ
徴
収
が
増
え
る
」
と
の
考
え

で
町
民
に
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
町
村
に
よ
る
滞
納
整
理

組
合
の
設
置
や
、
税
金
還
付
の

早
期
差
し
押
さ
え
、
納
税
意
識

啓
発
の
税
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施

（
町
内
一
周
パ
レ
ー
ド
）
な
ど
、

徴
収
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
強
制
執

行
も
辞
さ
な
い
と
し
て
お
り
、

徴
収
に
対
す
る
基
本
的
な
心
構

え
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

●
青
森
県
深
浦
町

防
災
は
早
期
の
情
報
伝
達

深
浦
町
（
人
口
九
千
人
）
で

は
、
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
る

津
波
後
、
防
災
行
政
無
線
、
津

波
観
測
計
、
高
台
へ
の
避
難
用

ト
ン
ネ
ル
、
消
防
団
へ
の
車
両

配
備
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
独

自
の
防
災
の
日
も
設
定
し
て
い

ま
す
。
津
波
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
の
参
加
者
は
約
三
十
％
と

防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

老
人
対
策
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
消
防
団
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
防
災
の
基
本
と
し

て
避
難
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て

お
り
、
町
民
に
い
か
に
早
く
情

報
を
伝
え
、
避
難
さ
せ
る
か
が

大
事
で
あ
る
か
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

本
町
議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
三

常
任
委
員
会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
事
業
の
調
査
や

提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
所
管
事
務
調

査
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
先
進
地
に

出
向
い
て
の
町
外
調
査
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

先
進
地
視
察
で
ま
ち
づ
く
り
学
ぶ

15
年
度
の
所
管
事
務
調
査
が
終
了

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
吉

川
淑
子
委
員
長
・
委
員
六
人
）

の
町
外
調
査
は
十
月
三
十
日
に
、

「
学
校
給
食
の
現
状
」
を
テ
ー

マ
に
釜
石
市
と
大
槌
町
を
、
十

一
月
十
一
日
に
「
高
齢
者
ミ
ニ

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
大
東
町
を
訪

ね
ま
し
た
。

釜
石
市
（
人
口
四
万
五
千
人
）

で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
平
成

三
年
開
設
）
で
十
二
校
分
、
自

校
方
式
で
二
校
分
の
給
食
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
、
配
送
、
仕
入
な

●
釜
石
市

地
元
食
材
を
活
用

ど
は
業
者
に
全
面
的
に
委
託
し

て
お
り
、
食
材
は
地
元
産
を
取

り
入
れ
、
添
加
物
を
使
っ
た
食

材
は
極
力
避
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
事
食
や
旬

を
考
慮
し
た
子
供
に
伝
え
た
い

料
理
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
給

食
費
は
一
食
当
り
二
百
七
十
八

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
大
槌
町

給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
を
計
画

大
槌
町
（
人
口
一
万
七
千
人
）

教育民生

学
校
給
食
の
現
状
な
ど
調
査

総　務

税
徴
収
の
取
り
組
み
と
防
災
行
政
を
調
査

大槌町の学校給食センターを
視察する教育民生常任委員

青森県木造町で税徴収の
取り組みについて説明を
受ける総務常任委員

常任委員会リポート
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産業建設

地
域
産
業
の
振
興
策
探
る

で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
昭
和

四
十
九
年
五
月
開
設
）
で
七
校

分
、
自
校
方
式
で
二
校
分
の
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
給
食

セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
建
て
替
え
を
計
画
し

て
お
り
、
二
千
食
規
模
で
の
事

業
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
運
営

は
配
送
だ
け
を
民
間
委
託
し
、

調
理
、
仕
入
れ
な
ど
は
直
営
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
給
食
費
は

一
食
当
り
小
学
校
が
二
百
五
十

三
円
、
中
学
校
が
二
百
九
十
二

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
大
東
町

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
痴
ほ
う
解
消

大
東
町
（
人
口
一
万
八
千
人
）

で
は
、
高
齢
化
率
が
三
十
三
％

と
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
「
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
連
絡
員
事
業
」
や

「
シ
ル
バ
ー
乗
車
運
賃
割
引
サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
長
く
元
気
老
人
で
あ

る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開

設
し
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
お

茶
飲
み
会
中
心
の
活
動
を
行
い
、

痴
ほ
う
性
老
人
の
痴
ほ
う
の
軽

減
や
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
佐
々
木
良
一
郎
委
員
長
・
委

員
六
人
）
の
町
外
調
査
は
十
月

十
六
日
〜
十
七
日
ま
で
行
わ
れ
、

「
官
民
一
体
と
な
っ
た
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
状
況

と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
山
形
県

金
山
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
山
形
県
金
山
町

住
民
主
体
の
取
り
組
み

金
山
町（
人
口
七
千
人
）で
は
、

豊
か
な
自
然
と
産
業
を
生
か
し

て
、
農
家
が
協
力
し
自
然
・
農

業
・
農
村
文
化
を
体
験
で
き
る

取
り
組
み
（
金
山
二
十
八
人
衆
）

を
住
民
主
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
街
並
み
づ
く
り
百
年

運
動
推
進
事
業
」
を
制
定
し
、

風
景
と
街
並
み
が
調
和
す
る
美

し
い
町
の
形
成
の
た
め
金
山
型

住
宅
（
切
妻
屋
根
、
白
壁
、
下

見
板
）
の
建
設
を
推
奨
し
て
お

り
、
こ
の
取
り
組
み
が
相
乗
効

果
を
も
た
ら
し
年
々
訪
れ
る
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

本
町
で
も
観
光
資
源
と
な
る
素

材
は
そ
ろ
っ
て
お
り
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
振
興
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

調査を基に町に要望書

各常任委員会では、平成１５年度に行った
所管事務調査の結果を基にそれぞれ町政へ
の要望事項をまとめ１２月１２日、町長へ提出
しました。主なものを抜粋して紹介します。

■総務常任委員会
①「受益と負担」「選択と集中」を基本とした財
政運営については、あらゆる場面で経費の節減
を進め、町民のニーズを見極め事業の実施に
当ってほしい。
②納税組合の育成や担当課以外の職員の応援体制
を確立し、徴収率の向上に努めてほしい。
③予防防災（火災・地震・津波）の地域での取り
組みについては、近隣で助け合う自主防災への
取り組みが重要であり、防災計画の見直しを含
め、総合的な取り組みをしてほしい。

■教育民生常任委員会
①介護保険の現状と課題については、介護保険制
度改正の趣旨を住民に理解してもらい、減免対
象者には保険料や利用料の減免を受けるよう指
導してほしい。
②社会福祉施設の管理運営については、子育て支
援策として、第３子以降の保険料無料化を早期
に実現してほしい。
③学校施設の管理運営については、津波注意報・
警報及び不審者など、危機管理に対するマニュ
アルを整備し、各校の対応策を策定してほしい。
④学校給食については、給食に係る各種資料を住
民に公開し、広くアンケートを取り町内の実態
を把握してほしい。

■産業建設常任委員会
①柳沢北浜地区土地区画整理事業については、地
域産業の活性化と地元業者育成の観点から、地
元業者を優先させる配慮をしてほしい。
②船越家族旅行村の土壌を改良し多年草などの観
賞用植物を植栽するなど、付加価値を高める整
備を行い、利用客や観光客の増大を図る有効活
用策の検討を進めてほしい。
③漁業不振や農作物の冷害など経済不況の中、基
幹産業である農漁業の再生は急務である。地域
産業に潤いと活力を持たせる効果的な施策の展
開が必要である。「山田型観光振興策」を確立
させ、地場産業を再生させる手立てを講じてほ
しい。

山形県金山町で街並み
景観づくりの説明を受
ける産業建設常任委員


